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いは単一の術前療法を受けた75症例の全ての頚部リンパ節、 1 ， 032個を対象とした。 リンパ節の HE 像を日本光学社




1994年 4 月から 1999年 8 月までの間に同科にて頚部廓清術を施行した症例のうち、文書でインフォームドコンセン
トの得られた40症例の切除リンパ節(レベル I と置に位置し、転移が疑われる場合はその近傍に位置するリンパ節)、
76個を対象とした。切除リンパ節からリンパ球を分離し、フローサイトメトリーを用いて CD4 、 CD8 、 CD16、 CD
56の発現について検討した。
【結果と考察】










研究 2 :術前放射線療法を受けたリンパ節を手術単独のリンパ節と比較したところ、へルパ-T 細胞 (CD4 + 8 ー)
の比率が低下していた。手術単独症例において、非転移症例リンパ節と近傍リンパ節との間に有意な差を認めるサブ











のリンパ球を機能の面から評価したものであるo この結果、リンパ節転移はリンパ節の T 細胞の増殖抑制、さらに
へルパー T細胞の機能抑制によって癌細胞が免疫監視機構からすり抜けることから始まり、癌細胞はリンパ節中の
結合組織を足場に増殖することが強く示唆された。以上の成果はリンパ節転移の解明に重要な知見を与え、さらに今
回の評価法は予後の判定にも有用であることから価値のある業績と認められる。
従って、本研究者は博士(歯学)の学位を得る資格があるものと認める o
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